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えば右前45 0 と右後45 0 ) で同一距離にある二音i原からの同じ強さの音(の前後)を弁別する能力(以
後前後覚と称する)について研究した。
I 基礎的研究:正常人315名について行なった。
1 )純音の前後を誤る率は40--50%である o 有;;域雑音 (Band noise, BN) では周波数範囲が広く
て，かっ高音成分を含んでいるもの程前後覚は良い。白色雑音 (White noise, WN) では前後を誤
る率は 596以下となる。 WN の中の周波数成分を 1/2 あるいは 1 オクターブ巾だけ抜いた音(1/2
あるいは 1 オクターブ巾欠 WN と称する)では WN と変らぬ前後覚を示す口検査音の持続時間お
よび強さはそれぞれ 0.25 sec, Sensation Level (S. L) 40 db 以上で充分良い前後覚が得られる。
立上り立下り H寺問は 5--100msec の範囲内では前後覚に大きく影響しない。






5 )以上は被検者の頭部静止H与で、あるが，音と同/I!}Iこ頑を動かすと前後党は者:IYJ に良くなる。 1 オ
クターブ 111 B N に対して前後を誤る率は頭部静止11与では30--40Jóであるが，検査音と同時に頑を50
回転すると 0--10%となる。この効果は頭を体全体と共に電動振子様回転椅子でまわしても生じる。
耳介効果をなくして(両側頭部につけた 2 ケのマイクで音をうけてその出ノJをレシーパーを通して Idu
耳へ導く)も尚存在する。

















3 )頭部静止l山『の前後覚検査音として WN あるいは1/2オクタープ巾欠 WN を持続l時間 0.25--















誤りあるいは不明のものは，純音に対し40--50% もあり， Whi te N oise では 5%以下に過ぎなかっ
7こ O
Band Noise でもよくなく 30--40%であった。頭を振る場合には感覚がよくなり， Band Noise で
も 0--10% となる。防音耳栓の場合には悪くなり， Whi te N oiseでも 20% となる。 4000 cps 音によ
る聴覚疲労後 White Noise で検査すると，両耳疲労の場合は疲労前と変りなく，一側耳疲労の際に
は成労耳側で l児らかに低下が見られた。
難聴者では伝音系，感音系共に難聴程度に比例してその感覚は不良で，検査音を強くしても影響が
凡られなかった。中枢疾患の場合には一般に難聴を伴わない場合も前後覚異常者が高率に認められ
7こ D
本論文は背の前後感覚について従来の不明な点を切らかにし，その検査が中枢疾患の補助診断とし
て役立つことを示唆したのが注目せられる。
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